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一
 

「市
豪
雪
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
 

ー
総
合
的
な
雪
害
対
策
に
取
り
組
む

ー
 

市
で
は

一
月
二
十
八
日
、
大
雪
に
よ
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
た
り
、
市
民
が
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
森
田
市
長
を
本
部
長
と
す
る
 
「五
所
川
原

市
豪
雪
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
総
合
的
な
雪
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

豪
雪
災
害
対
策
本
部
へ
の
連
絡
は
、
市
管
理
課

（
か⑩
ニ

一
一
一
一
番
 
内
線
三
ニ
四
・
三
ニ
五
番
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

（昭和59年10月 1日制定） 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

0自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

市 民 憲 章 

わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原
魂を1」ってあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活カに満ちた五所川原市を築き 
Lげました。 
わたくしたちは、この伝統を継承し、広
い視野に立って西北津軽の人々と協調
し、郷土の限りない発展を願って、こ
こに市民憲章を定めます。 5 
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●

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い

。
  

後
で
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す

。
 

、
 

コ
 
ド
イ
ツ
の
公
共
放
送
‘
廿J
 

一
 

市
に

協
力
要

請
1
1」
 

出
稼
ぎ
を
記
録
映
像
に
 

西
ド
イ
ツ
の

ハ
ン
プ
ル
ク
に
 
市

の
出
稼
ぎ
者
を
通
じ

て
日
本

あ
る
国
営
放
送
 
「北
ド
イ
ッ
放
 

の
姿
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
番
組

送
協
会

（
N
D
R
）
」
が
、
本
 

を
製
作
す
る

こ
と
に
な
り
、
同
 
 

放
送
協
会

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
 

兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
イ
エ
ン
ツ
 

ー
ウ
ー
ベ
・
、
ン
ェフ
ー
フー
さ
ん
 

(
5
2）
が

一
月
二
十
七
日
、
市

に
撮
影
協
力
の
た
め
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。
 

シ
ェ
フ
ラ

ー
さ
ん
は
、
昭
和

三
十
七
年
か
ら
十
年
間

ニ
ュ

ー
 

デ
リ
ー
、
香
港
な
ど
で
特
派
員

と
し
て
活
躍
、
こ
れ
ま
で
日
本

を
何
度
も
訪
れ
て
お
り
、
昭
和

四
十
五
年
の
万
国
博
な
ど

い
く

つ
か
を
西
ド
イ
ツ
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。
 

シ
ェ
フ
ラ
ー
さ
ん
の
話
に
よ

る
と
、
日
本
を
紹
介
す
る
ニ
ュ
 

ー
ス
と
し
て
は
、
特
派
員
は
時

事
的
な
も
の
に
重
点
が
お
か
れ
、
 

自
ず
と
内
容
が
偏
っ
た
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
の
が
現
実
。
 こ

の
た
め
、
ド
イ
ツ
人
が
持
っ
て

い
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
技
術

先
進
国
、
経
済
大
国
に
偏
り
が
 

ち
。
 

そ
こ
で
、
も
う
一
面
の
日
本

の
姿
を
紹
介
し
日
本
に
対
す
る

認
識
を
新
た
に
し
て
も
ら
う
た

め
、
 
「出
稼
ぎ
」
を
テ

ー
マ
に

と
り
、
五
所
川
原
市
と
東
京
を

舞
台
に
出
稼
ぎ
留
守
家
庭
の
生

活
や
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
の
模
様
、
 

雪
国
の
自
然
や
雪
と
の
闘
い
ぶ

り
な
ど
を

一
年
間
か
け
て
取
材
、
 

一
時
間
半
ぐ
ら
い
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
に
仕
上
げ
る
計
画
と

い
う
。
 

「ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
詩
情
豊
か
に
美
し
く
五
所
川

原
を
撮
り
た
い
」
と
話
す
シ
ェ

フ
ラ
ー
さ
ん
に
、
森
田
市
長
は
 

「取
材
に
は
で
き
る
だ
け
協
力

し
た
い
。
出
稼
ぎ
が
多
い
の
は

事
実
だ
が
、
そ
れ
が
解
消
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
市

の
誘
致
企
業
や
農
産
物
加
工
施

設
な
ど
も
ぜ
ひ
取
材
し

て
く
だ

さ
い
」
と
ド
イ
ッ
語
を
混
じ
え
 

な
が
ら
応
え
て
い
ま
し
た
。
 



タ
ー
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
し

て
発
展
し
、
 一
層
強
固
な
る
連

帯
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
 

m
 
昨
年
九
月
か
ら
、
旧
敷
島
分
院
跡
地
に
建
設
工
事
を
進
め
て

m
 

m
い
た
「
し
き
し
ま
n
I
I
、
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
 一
》
 

m
月
ニ
十
四
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

m
 

ノ ー 

代
表
し
て
川
浪
直
治
市
議
会
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
潤
い
と

ま
と
ま
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

に
努
カ
を
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
 そ
の
後
、
来
賓
を
 

落成式で式辞を述べる森田市長 

を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
敷
島
町
、
下
平

井
町
、
さ
つ
き
町
、
東
雲
町
、
 

雛
田
の
五
町
内
会
で
組
織
す
る

し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
民

協
議
会
を
代
表
し
て
高
橋
慶
蔵

同
協
議
会
長
が
、
 
「
こ
の
セ
ン
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
自
治
宝
く

じ
の
助
成
を
受
け
て
建
設
し
た

も
の
で
、
総
事
業
費
約
四
千
六

百
万
円
、
鉄
骨
造
平
家
建
て
、
 

床
面
積
約
二
八
五
平
方
H
で
、
 

集
会
室

（
八〇
畳
間
）
、
研
修

室

（
八畳
間
が
二
室
）
、
調
理

実
習
室
、
サ
ー
ク
ル
活
動
準
備

室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
は
、
市
の
委
託
を
受
け
て

し
き
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
民

協
議
会
が
あ
た
り
ま
す
。
 

百
人
が
出
席
。
 

森
田
市
長
は
、
 「
こ
の
セ
ン
 

落
成
式
に
は
森
田
市
長
を
は

じ
め
来
賓
、
地
区
住
民
な
ど
約
 

濃
がn
 、
寒
絶
珂
凍
華（
「
《
熱
投
拾
気
が

一
 
醸
醜
孤
気
加
た
い
的
欧
路
緩
加
凡
、
弧
盛
 

鰻
縄綴
鷲
冒
織
叢
繊
海
）
議
 

しきしまコミュニティセンター全景 

「しきしまコ、 ュ二7ィ セノター の案内 

~ レ利用できる時間 午前 9時～午後 9時  

~ 甲し込み用紙でお申し込みください 

レ申し込み受付時間 午前 9 時～午後 4 時 

（年末年始と日曜祝日は受付けしませんJ 

I レ利用甲し込み方法 利用したい日に空いて 

I いるかどうかを事前に照会し、確認のうえ 

レ利用申し込み方法 利用したい日に空いて

いるかどうかを事前に照会し、確認のうえ

申し込み用紙でお申し込みください。 

レ利用できる時間 午前 9時～午後 9時 

i レ間い今わせ二申し込み先 鶴谷芳富さん 

I 	(1ま廻7516番 コミュニティセンター前 

レ間い合わせ・申し込み先 鶴谷芳富さん 

（か⑩7516番 コミュニティセンター前

申し込み用紙も備えていますJ へどうぞ。 

昭和61年（1986年） 2 月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第609号） 

しきしまコミュニティセンター使用料 

なドミ 
午前 

9時～12時 

正午～ 

午後 5時 

午後 5時 

'9時 

午前 9時 

～午後 9時 

1,4叩円 2,100円 2,500円 5,500円 
集 会 室 

(1,800円） (2,7o（〕円） (3,300円） (7,200円） 

800円 L200円 1,4加円 3,000円 
研 修 室 

(1,000円） (1,600円） (1,800円） (3,900円） 

サークル活動 800円 1,200円 1,400円 3,000円 

準 備 室 (1,000円） (1,600円） (1,800円） (3,900円） 

1,000円 1,500円 1,800円 &800円 
調理実習室 

(1,300円） (2,000円） (2,300円） (4,900円） 

1． 全館を午前 9時から午後 9時まで使用する場合の使用料の

額は、11,000円（暖房を使用する場合は14,300円）です。 

2‘ 上段の額は暖房を使用しない場合、下段かっこ内の額は暖

房を使用する場合の使用料の額です。 
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市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
で

つ
く
っ
 

ー

巾
老
人
福
祉

セ
ン

タ
ー
ー
 

て
い
る
親
交
会
（
平
山
末
四
郎
会
長
）
で
は

一

月
二
十
八
日
、
約
二
百
人
の
お
年
寄
り
が
出
席

し
て
同
セ
ン
タ
ー
開
館
七
周
年
記
念
式
典
を
開

き
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
温
泉
の
あ
る
憩
の
場
と
し

て
五
十
四
年
に
オ
ー
プ
ン
、
市
内
の
お
年
寄
り

達
に
親
し
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動
の

拠
点
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
 

出
席
し
た
お
年
寄
り
達
は
、
今
年
の
レ

ク
リ

エ
ー
、
ン
ョン
活
動
な
ど
を
話
し
合

い
な
が
ら
、
 

一
層
の
親
睦
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

、
 

:‘園助図圏会日目号日園： 

消防審議会委員委嘱状交付式 

市
で
は

一
月
二
十
八
日
、
市

行
政
改
革
懇
談
会
委
員
の
委
嘱

状
の
交
付
を
市
長
公

室
で
行
い
 
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
 
「市
行
政
改
革
大
 

綱
」
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、
そ
 

れ
に
市
民

の

意
向
を
反
映

さ
せ
る
と
と

も
に
、
行
革

は
市
民
の
理

解
と
協
力
を

得
て
進
め
る

必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
 

民
間
有
識
者

な
ど
か
ら
な

る
同
懇
談
会

を
設
置
す
る

も
の
。
 

森
田
市
長

は
、
委
嘱
状

を
交
付
後
、
 

「市
行
政
改

革
大
綱
を
策
 

市
内
豊
成
の
中

川
兵
一
さ
ん
は

一

月
二
十
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、

老
人

福
祉

の
た
め
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い

と
十
万
円
を
寄
付
、
 

森
田
市
長
に
手
渡
 
 

定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
委
員
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
十
分
参
考

に
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
あ

い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
組
織
会
を
開
き
会

長
に
村
上
純
一
氏
、
副
会
長
に

開
米
佐
太
郎
氏
を
決
め
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
今
後
同
懇
談
会
か

ら
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら

年
度
内
に
大
綱
を
策
定
す
る
予

定
で
す
。
 

市
行
政
改
革
懇
談
会
委
員
に

な
ら
れ
た
の
は
次

の
と
お
り
。
 

秋
山
 
寛
、
蝦
名
繊
之
助
、
 

岡
部
健
哉
、
開
米
佐
太
郎
、
川

浪
直
治
、
気
田
勝
治
、
木
村
重

治
、
小
嶋
昌
子
、
斎
藤
哲
朗
、
 

千
葉
勝
贋
、
外
崎
彦
三
郎
、
平

山
誠
敏
、
三
上
光
次
、
村
上
純

一
、
山
口
孝
夫
 

（五
十
音
順
敬
称
略
）
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
は
、
昨
年
十
二
月

二
十
八
日
に
亡
く
な
っ
た
父
尚

吉
さ
ん
に
供
え
ら
れ
た
香
典
の

一
部
を
贈
っ
た
も
の
で
、
市
で

は
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
福
祉

基
金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 
 

長
に
対
馬
義
勝
氏
、
副
会
長
に

山
田
則
昭
氏
と
秋
田
初
男
氏
を

決
め
ま
し
た
。
 

市
消
防
審
議
会
委
員
に
な
ら

れ
た
の
は
、
次
の
と
お
り
。
 

鶴
谷
敏
雄
、
葛
西
収
三
、
吉

岡
 
浩
、
対
馬
義
勝
、
秋
田
初

男
、
阿
部
秀
幸
、
岩
崎
繁
夫
、
 

一
戸
正
道
、
尾
崎
敏
勝
、
太
田

精
喜
、
北
川
柾
昭
、
敦
賀
光
雄
、
 

長
尾
芳
彦
、
永
沢
忠
八
、
前
田

幸
一
、
三
橋
兼
蔵
、
船
水
信
一
、
 

山
田
金
春
、
山
田
行
雄
、
山
田

則
昭
 
（
順
不
同
 
敬
称
略

）
 

.
!
,
!
!
'
.

'
!
‘
・
 

消
防
の
改
善
発
展
 
や
審
議

を
行
う
市
消
防
審
議
会

を
図
る
た
め
の
調
査
 
委

員
の
委
嘱
状
交
付
を

一
月
一
一
 

十
七
日
、
市
長

公
室
で
行
い
ま

し
た
。
 

森
田
市
長
は

委
嘱
状
交
付
後
、
 

「市
消
防
の
発

展
の
た
め
に
委

員
の
皆
さ
ん

の

ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

そ
の
後
、
組

織
会
を
開
き
会
 

森田市長に手渡される

中iiはん（左） 

発足した市行政改革懇談会 

と

1
0万
円

寄
付
 

豊
成
の
中川
さ
ん
 



④
 

（第609号） 広報ごしょがわら 昭和61年（1986年） 2 月15日 

震
業

委

員
が

職
訓

短
大
 

一
舞
舞
『
三
 

な
ど

を

見
学
 

市
農
業
委
員
会
（
今
致
会
長
）
 

で
は
一
月
二
十
八
日
、
青
森
職

業
訓
練
短
大
と
日
立

東
部
セ
ミ

コ
ン
ダ
ク
タ
脚
津
軽
工
場
を
見

学
し
ま
し
た
。
 

農
業
委
員
は
、
農
地
の
権
利

移
転
許
可
や
農
業
振
興
計
画
の

策
定
な
ど
を
主
業
務
に
、
地
域
 

農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
る
特

別
行
政
委
員
会
で
す
が
、
市
の

発
展
の
た
め
に
は
産
業
構
造

の

高
度
化
が
不
可
決
で
あ
り
、
特

に
工
業
の
拡
充
が
急
務
と
の
認

識
か
ら
見
学
を
実
施
し
た
も
の

で
、
委
員
約
四
十
人
が
参
加
。
 

こ
の
日
開
催
さ
れ
た
同
委
員
 

会
総
会
後
、
各
委
員
は

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
、
高
度
技
術
に
対
応

し
た
技
術
者

の
養
成
校
で
あ
る

青
森
職
業
訓
練
短
大
、
県
内
唯

一
の
I
c
、
超
L
s
I
生
産
工

場
で
あ
る
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
脚
津
軽
工
場
を
訪
問
、
 

見
学
し
ま
し
た
。
 

各
委
員
は
見
学
後
、
「短
大
、
 

工
場
と
も
想
像
し
て
い
た
以
上

に
整
備
、
近
代
化
さ
れ
て
い
て

感
心
し
た
。
農
業
も
時
代
に
立

ち
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
進
ん
だ

技
術
を
取
り
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は

…
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

太田原功・岩手大教授 授
 

教
 

助
 

大
 エ

 

青
森
職
訓
短
大
で

一
月
二
十

二
日
、
同
校
主
催
の
公
開
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
講
座
は
、
八
戸
工
業
大
学

工
学
部
の
大
川
知
助
教
授
と
岩

手
大
学
工
学
部
の
太
田
原
功
教

授
を
講
師
に
開
か
れ
、
学
生
、
 

高
校
教
員
、
市
民
な
ど
約
三
百

人
が
出
席
。
 

同
短
大
の
辻
茂
校
長
は
開
催
 

■

知
 

■

大
 

八
 

御
 

    

 

」，い 

  

公
開
講
座
 

レ場 所 市中央公民館

レ入場料 無料 

五所川原青年会議所」 
r因圃圏園園 

市民多数のご出席を．ク 

＞日 時 2 月17日（月） 	午後 6時開場 

＞テーマ 「みつめよう五所川原 今私たちのまちは 	」 

レ講 師 法政大学法学部教授 松下圭一先生（都市政策専攻） 

に
あ
た
っ
て
、
 
「
こ
の
公
開
講

座
は
、
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
の
大
き
な
環
の
中
の

ー
つ
の

活
動
と
考
え

て
お
り
、
今
後
と

も
地
域
発
展
の
た
め
に
開
催
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

大
川
助
教
授
は
、
 
「プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
lm目
語
の
歴
史
と
展
望
」
 

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
の
利
用
に
欠
か
せ
な
い
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
今
日
ま

で
の
歩
み
と
今
後
の
課
題
に

つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
太
田
原
教
授
は
、
 
「
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
高
度
情
報
社

会
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
メ
デ
ィ

ァ
（
情
報
伝
達
）
史
を
通
し

て

高
度
情
報
社
会
の
具
体
的
事
例

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
両
先
生
と

も
「
情
報
社
会
に
あ
っ
て
は
、
 

情
報
や
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
は

各
人
の
判
断
力
と
創
造
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
」
を
強
調
し
て

い
ま
し
た
。
 

同
短
大
の
公
開
講
座
は
、
昨

年
十
二
月
に
続
い
で
今
回
が
一
一

回
目
で
、
地
域
の
活
性
化
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

r
 



、
 

、
 

I第609号） 

初
心
者
ス
キ

ー
講
習
会
を
開
く
 

『
目
囲
⑨
日
ゆ
』

園
か認
局
 

ー
農
業
の
悩
み
な
ど
語
り
合
う
ー
 

広報ごしょがわら ⑤ 昭和61年（1986年） 2 月15日 

久
し
ぶ
り
の

晴
天
と
な
っ
た

一
月
十
九
日
、
 

市
勤
労
者
野
外

活
動
施
設
が
主

催
の
 
「初
心
者

ス
キ
ー
講
習
会
」
 

が
、
五
所
川
原

市
ス
キ
ー
協
会
 

強
い
冬
型
の

気
圧
配
置
が
続

い
た
さ
中
の
一

月
二
十
五
日
か
 
 

ら
二
日
間
、
県
立
焚
珠
少
年
自

然
の
家
と
神
山

ス
キ
ー
場
で
、
 

「親
子
ス
キ
ー
教
室
」
が
開
か

れ
、
親
子
づ
れ
な
ど
約
百
人
が

一
・
参
加
し
ま
 

.

.．‘
 
しん
」c
 

こ
の
ス

キ
ー
教
室

は
、
子
ど

も
と
親
が

一
緒
に
ス

キ
ー
を
楽

し
む
と
共

に
、
集
団

宿
泊
生
活

を
通
し
た

体
験
を
さ

せ
る
こ
と

に
よ
り
子
 

人
が
受
講
。
 

ど
も
の
健
全
育
成
を
図
ろ
う
と
、
 

市
連
合
P
T
A

と
市
教
委
が
青

少
年
健
全
育
成
P
T

A
活
動
の

一
環
と
し
て
、
五
所
川
原
市
ス

キ
ー
協
会

（佐
藤
仁
会
長
）
の

協
力

の
も
と
に
開
い
て
い
る
も

の
で
今
年
が
八
回
目
。
 

初
日
の
午
後
、
参
加
者
全
員

を
各
自
の
ス
キ
ー
技
術
の
程
度

に
応
じ
て
九
班
に
編
成
し
、
五

所
川
原
市
ス
キ
ー
協
会
の
会
員

約
二
十
人
を
講
師
に
ス
キ
ー
教

室
に
入
り
ま
し
た
。
夜
は
映
画

を
み
た
り
、
親
と
子
が

一
緒
に

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
ゃ
綱
引
き
な
ど

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
、
 

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し

た
。
 

翌
日
は
、
朝
九
時
か
ら
ス
キ
 

ー
教
室
を
再
開
、
午
後
三
時
の

退
所
式
ま
で
の
間
、
子
ど
も
も

親
も
十
分
に

ス
キ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
 
 

い
つ
の
間
に
か
ゲ
レ
ン
デ
い
っ

ぱ
い
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
 

受
講
し
た
人
達
は
 
「こ
れ
を

受
け
て
少
し
自
信
が
も
て
た
。
 

で
き
れ
ば
来
年
も
ま
た
受
講
し

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ス
キ
ー
教
室
に
参
加
し

た
人
達
の
感
想
文
を
み
る
と
、
 

子
ど
も
達
は
「
少
年
自
然
の
家

で
の
食
事
や
風
呂
、
ス
キ
ー
が

楽
し
か
っ
た
0

ま
た
来
年
も
来

た
い
」
 
と
いう
の
が
多
い
。
 
一

方
、
親
達
も
「
初
心
者
に
も
や

さ
し
く
コ
ー
チ
し
て
く
れ
た
ス

キ
ー
協
会
の
人
達
に
感
謝
し
た

い
」
、
 
「他
校
の
父
兄
と
知
り

あ
え
て
良
か
っ
た
」
、
 
「子
ど

も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
深
ま

っ
た
」
、
 
「冬
の
楽
し
み
が
ふ

え
た
」
な
ど
、
子
ど
も
も
親
も

大
変
喜
ん
で
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
 

参
加
し
た
親
子
達
に
と
っ
て

は
、
ス
キ
ー
の
上
達
と
共
に
、
 

集
団
宿
泊
生
活
を
通
し
て
新
し

い
お
友
達
が
で
き
た
こ
と
や
親

子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
な
ど
、
 

楽
し
く
有
意
義
な
二
日
間
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
 

「農
業

マ
ン
集
合
“
わ
〈
さ

も

一
言
し
ゃ
べ
さ
せ
で
」
と
銘

打
っ
た
農
業
者
達
の
集
ま
り
が

二
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
 

市
広
域
新
農
業

セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
考
え
て
い

る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を

自
由
に
語
り
合
い
、
農
業
に
生

き
る
者
同
志
の

つ
な
が
り
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
五
所
川
原

地
区
農
業
経
営
士

・
青
年
農
業

士
会

（小
笠
原
勝
吏

A
長
）
と

五
所
川
原
地
区
農
業
改
良
普
及
 
 

所
が
主
催
し
た
も
の
で
、
津
軽

地
域
か
ら
約
四
十
人
が
参
加
。
 

初
日
は
、
ま
ず
主
催
を
代
表

し
て
小
笠
原
会
長
が
「

日
ご
ろ

の
農
業
の
悩
み
、
欲
求
不
満
な

ど
を
思
い
っ
き
り
語
り
合
っ
て

く
だ
さ
い
」
 
と
あ
い
さつ
。
引

き
続
き
森
田
市
長
が
 
「皆
さ
ん

の
活
力
が
、
日
本
の
新
し
い
農

業
の
先
懸
け
と
な
る
よ
う
期
待

し
ま
す
」
と
歓
迎
の
あ

い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
参
加
者
は
全
員
が

自
由
に
発
lm
『
で
き
る
 
「一
言
発
 

言
」
と
参
加
者

全
員
が
持
ち
寄

っ
た
酒
と
肴
の

味
見
に
よ
る
、
 

「意
見
交
換
会
」
 

な
ど
、
深
夜
ま

で
思
う
存
分
語

り
合
い
ま
し
た

二
日
目
は
、
 

県
立
五
所
川
原

農
林
高

の
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
 

ー
の
実
験
な
ど

を
見
学
し
ま
し

た
。
 

ス
キ
1
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
 

ー
親
子
ス
キ
ー
教
室
ー
 

「
 

ー
，,
 
J
 

ー
 

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
講
式
 

ー
野
外

活
動
施
設

ー
 

D
麦
、
受
溝
者
全
員
を
各
自
刀
 

（
佐
藤
仁
会
長
 
会
員
五
十
八
 

ス
キ
ー
へ
の
慣
れ
具
合
に
も
と

人
）
の
協
力

の
も
と
に
開
か
れ
 

づ
い
て
数
班
に
編
成
。
 五
所
川
 

ま
し
た
。
 

原
市
ス
キ
ー
協
会
の
会
員
二
十
 

今
回
で
六
回
目
と
な
る
こ
の
 
三
人
を
講

師
に
講
習
会
に
入
り

講
習
会
は
、
 一
人
で
も
多
く
の
 
ま
し

た
。
 

市
民
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
も
 
最

初
の
う
ち
は
滑
る
の
が
や

ら
お
う
と
昭
和
五
十
六
年
か
ら
 
っ

と
と
い
う
人
達
も
、
講
師
の

毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
 

わ
か
り
や
す
い
親
切
な
指
導
に

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
八
十
 
よ
っ

て
次
第
に
腕
が
上
が
り
、
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医療費控除の対象となる医療費とならない医療費 

対象となる医療費 

①医師、歯科医師に支払った診療

費や治療費 

②治療、療養のための医薬品の購

入費 

③病院や診療所へ入院するための

費用 

④マッサージ、指圧師、はり師、 

きゆう師、柔道整復師などによ

る治療を受けるために支払った

施術費 

⑤保健婦、看護婦などに対して支

払った療養上の世話の費用

⑥助産婦に対して支払った分べん

の介助料 

などで、その病状に応じて一般

的に支出される水準を著しく超

えない部分の金額です。 

対象とならない医療費 

①美容整形のための費用 

②健康増進や疾病予防などのため

の医薬品の購入費 

③人間ドッグなどの健康診断のた

めの費用（ただし、診断の結果、 

重大な疾病が発見され、引き続

き治療を受けることになったと

きは、健康診断の費用も医療費

控除の対象となります） 

④親族に支払う療養上の世話の費

用 

⑤治療に直接必要のない近視、遠

視のための眼鏡や補聴器などの

購入費 

⑥紙オムツ、寝具類の購入費およ

び医師などに支払う謝礼金 

ト雑損控除の計算‘ 

(1） 損害額ー所得金額の10% 

(2｝損害額のうち災害関連支出の金額 -5万円

ト医療費控除の計算‘ 

麟静鷺鮮I 騒難08 ト覧騒（亮島円） 

加
得
税
馴

m

剖
，
 

納
税
は
‘
，
 

三

月
十
五
日

ま
で
 

昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後

で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
、
 

必
ず
三
月
十
五
日
ま
で
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。
 

雑
損
控
除
を
 

受
け
る
場
合
 

地
震
、

『火
災
な
ど
の
災
害
や

盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅
や
家

財
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
下

表
の
m
と
②
に
よ
っ
て
計
算
し
 

り
局
凹
且
マ
ン
と
腕
曾
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
納
め
る
所
得
税
は
、
普
通
、
年
末
調
整
で

過
不
足
が
精
算
さ
れ
、
納
税
は
完
了
し
ま
す
。
し
か
し
、
災
害

に
遭
っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費
を
払
っ
た
場
合
ゃ
、
マ
イ
ホ
ー
 

ム
を
購
入
し
た
と
き
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
、
税
金
が
戻
っ

て
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

た
金
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
多
い

方
の
金
額
が
雑
損
控
除
と
し
て

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
損
害
額
の
う
ち
、
保

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
額

は
除
か
れ
ま
す
。
雑
損
控
除
を

受
け
る
場
合
は
、
被
害
を
受
け
 

た
損
害
額
の
明
細
書
や
領
収
証

を
確
定
申
告
書
に
添
え
て
提
出

す
る
か
、
確
定
申
告
書

の
提
出

の
際
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

医
療
費
控
除
を
 

受
け
る
場
合
 

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
多
額

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、
 

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
の

が
医
療
費
控
除
で
す
。
控
除
さ

れ
る
額
は
、
下
表
の
計
算
式
で

算
出
し
ま
す
。
 

医
療
費
に
は
、
控
除
の
対
象

に
な
る
も
の
と
、
な
ら
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

r
 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
医
師
な
ど
の
領
収
書
を
確

定
申
告
書
に
添
え
て
提
出
す
る

か
、
確
定
申
告
書
の
提
出
の
際

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
 

住
宅
取
得
控
除
を
 

受
け
る
場
合
 

民
聞
の
金
融
機
関
な
ど
の
住

宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
建
て
た
り
、
購
入
し

た
場
合
で
、
 一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
と
き
は
、
住
宅
取
得

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
控
除
は
、
入
居
し
た
年

か
ら
三
年
間
、
各
年
分
の
所
得

税
か
ら

一
定
額
が
控
除
さ
れ
ま

す
。
 
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

は
、
 一
年
目
に
つ
い
て
確
定
申

告
が
必
要
で
す
が
、
二
年
目
、
 

三
年
目
は
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
「
住
宅
取
得
控
除
証

明
書
」
 
な
どの
一
定
の
書
類
を

勤
務
先
に
提
出
し
て
年
末
調
整

で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
o
 ◇

 

◇
 

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
 

住
宅
取
得
控
除
な
ど
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
は
、
 一
般
の

確
定
申
告
が
始
ま
る
二
月
十
六

日
よ
り
前
で
も
受
付
け

て
い
ま

す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、
税

務
署
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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昭和61年度市県民税申告相談日程表 
地区 月日 躍 相談会場 時 	間 対 	象 	区 	域 

松
 

島
  

2'24 

2 '25 

2・26 

月
 
火
 
水
 

コ
テ
タ
 
ミ

イ
一
 
ュ

セ
松
 
ニ
ン
島
 

 

9 : 20- 
15:00 

吹畑・石岡一漆川（十I”丁含む） 

一野坪・太刀打・米田 

水野尾・唐笠柳・金山 

栄
  

2 '27 

2 '28 

3・3 

木
 
金
 
月
 

コ
テ
タ
 

一一
ン
 一
 

ミ
イ
一
さ
 

ュ
七
 
か
  

9 : 20- 
15 : 00 

みどり町 

稲実‘姥落 

七ッ館・広田 

毘
沙
門
  

3・‘ 火
  

毘沙門・ 
長富コミ 
ュニテイ 
センター 

9 : 20- 
15 】 00 長富‘毘沙門 

長
 

橋
  

3
.
5
 
3
6
 3
.

7
  

水
 
木
 
金
 

コ
テ
タ
 
ミ

イ
一
 
ュ

セ
，
 
ニ
ン

量
  

9 】 20- 
15 : 00 

野里・神山・福山 

戸沢・松野木 

浅井・豊成 

本
 

庁
  

3・10 

3・11 

3・12 

3・13 

3-14 

3-15 

月
 
火
 

水
 
木
 

金
 
土
 

市民会館 

9 : 00~ 
is : 00 

9 : 00. 
12:00 

寺町・n階町・小曲・長橋橋元‘若葉・
新宮町・新宮岡田‘新宮松本 

新町・柳町・湊・湊団地・栄町・田町・
八重菊‘不魚住・錦町 

卜平井町・幾世森・柏原町・鎌谷町・一
ノ谷‘鳥森・下り枝 ,弥生町・布屋町・
幾島町 

末広町ー上平井町・中平井町‘元町・蓮
沼・平和町‘旭町・雄田・敷島町 

岩木町一芭蕉・東町・本町・大町・田川 

松島町 

※申告書よ相談会場、市税務課および各支所に備付けしています。 



〇共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 800,000円 

入院1 80日
以上を含む 

り
】
 
 

150,000円 

実治療日数 入院 9 0 日 
3
  

以上180日 130,000円 

180 日以上で 
未満を含む 

入院90日未満 
4
  

又は入院なき 110,000円 
ものを含む 

実治療日数 
,、院 9 0 日
以上を含む 

に
J
  

80,000円 

9 0 日以上 入院90日未満 
6
  

180 日未満で 又は入院なき 60,000円 
ものを含む 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実 治 療 日 数 10 日 未満 10 15,000円 

侮
憲
介
圏

載
冒
 

】
 

市
福
祉
事
務
所
 
！
 

一
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コ
‘一
父
通
（
火
主口
比（
済

Yー
年
額
恩
円
ー
ー
一
 

r
ー
ー
ー
ー

“
“
ー
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し

ま
し
よ

う
し

ニ
月
一

日
か
ら

受
付
し

て
い
ま
す
 

60年度新受入凹 書 市立図書館 

書 	名 著 者 名 書 	名 著 者 名 

乱読す貧響に当たる 百目鬼恭三郎 私 の 歩 い た 道 村山 リウ 

道教と日本思想 福永 光司 現 代 の 詩 人 中央公論社 

鉄 血 の 	島 池上 金男 芭 蕉 の 世 界 山下 一海 

ピラミッド神殿発掘記 大井 邦明 た と え ば風 が 赤川 次郎 

私だけの北極点 和泉 雅子 冬の ひ ま わ り 五木 寛之 

朝は夜より賢い 丘β 	永漢 青 	 桐 木崎さと子 

業 	態 	革 命 田原総一朗 残 雪 の 門 黒岩 重吾 

生活学の 誕生 川添 	登 首 都 	消 失 小松 左京 

羽仁進の新家族論 羽仁 	進 美 	貌 	の 	影 笹沢 左保 

家族・それぞれの自立 石井 郁子 捜 査 	本 部 島田 一男 

会のもち方・活かし方 松本 	勉 子 ど も の 隣 り 灰谷健次郎 

ノぐパイ ャの伝説 フ食語ぢ蚤 忘 	れ 	傘 半村 	良 

レ―ザ一lを毛各募 青木 園夫 路 上 	の 人 堀田 善衛 

物理のA・B・C 福島 	肇 朱 	 夏 宮尾登美子 

野 草 	図 鑑 長田 武正 ド ナ ウ の 旅人 宮本 	輝 

世 界美術百科 第一法規 琉 粕 の 枝 三好 京三 

みちのく伝統文化 相賀 徹夫 人 工 水 晶 体 吉行淳之介 

ふ た り ひ と っ 大川真理子 瓦 	斯 	灯 連城三紀彦 

才能 を 育 て る 堀 	威夫 長く暑い夏の一日 渡辺 淳一 

みんなのゲートボール 清水 良隆 貞 	女 	の 	櫛 滝口 康彦 

現
在
、
家
庭
で
寝
た
き
り
の

老
人
の
介
護
を
さ
れ

て
い
る
人

や
、
寝
た
き
り
老
人
な
ど

を
介

護
す
る
た
め
に
家
庭
介
護
技
術

の
習
得
を
必
要
と
さ
れ
る
人
達

を
対
象
に
、
在
宅
介
護
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

▽
期
日
…
三
月
十
日
ー
十
一
日
 

（
二
日
間
）
 

▽
場
所
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
青
山
荘
（
金
山

）
 

▽
経
費
・
！
無
料
 

▽
講
習
内
容

…
①
日
常
の
介
護

知
識
 
②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
知
識
 
③
芥
護
者
の

心
構
え
 
④
老
人
福
祉
施
設

の
概
要
 

▽
申
し
込
み
締
切
…
三
月
一
日
 

（
先着
二
十
人
で
締
切
）
 

お
申
し
込
み
や
詳
し

い
こ
と

は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係
、
 

（
か
⑩
一
一
一
一
一
番
 内
線
一
一

一
〇
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 
 

の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
次

の
通
り
ス
ポ
ー
ッ
教
室
を
開
催

し
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
下
さ
 

▽
種
目
 
イ
ン
デ
ア
カ
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
等
の
軽
ス
ポ
ー
ツ

▽
期
日
 
二
月
＋
九
日
（
水
）
 

か
ら
三
月
二
十
八
日

（
金
）
ま

で
。
毎
週
水
・
金
曜

の
二
回

▽
時
間
 
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
十
二
時
ま
で
 

▽
場
所
 
市
民
体
育
館
 

▽
申
し
込
み
 
当
日
午
前
九
時

三
十
分
ま
で
 

▽
問
い
合
わ
せ
 
五
所
川
原
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
 

係
 

現
在
加
入
さ
れ

て
い

る
人

は
、
三
月
三
十

一
日
で
共
済
期

間
が
満
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

早
め
に
市
交
通
防
犯
対
策
室
ま

た
は
各
支
所
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

特
に
お
と
し
よ
り
や
幼
児
の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
人
も
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

▽
加
入
で
き
る
人
 
五
所
川
原

市
に
住
所
を
も
っ
て
い
る
人

▽
共
済
会
費

・
期
間
 
年
額
三

百
五
十
円

（
共済
期
間
の
途

中
で
加
入
す
る
場
合
も
同
額
 
 

で
す
）
。
 

共
済
期
間
は
、
毎
年
四
月

一
日
か
ら
始
ま
り
三
月
三
十

一
日
で
終
わ
り
ま
す
（
途
中

で
加
入
さ
れ
る
人
は
、
加
入

の
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま

で
と
な
り
ま
す
）
。
 

▽
そ
の
他
 

小

・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て

受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
保
育

所
、
職
場
、
町
内
会
、
各
種
グ

ル
ー
プ
な
ど
二
十
人
以
上
が
加

入
さ
れ
る
場
合
は
、
団
体
の
取

り
扱

い
を
し
ま
す
o
 

一
 ち
び
っ
こ
探
険
学
校
・
ョ
ロ
ン
島
 

一
 

参
 
加
 
者
 
募
 
集
 

一
 
春
休
み
は
探
険
学
校
に
参
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
三
月
＋

一

一
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

二
日
（
水
）
 

一

一
▽
期
日
 
三
月
二
十
六
日

ー
 
お

申
し
込
み
や
詳
し
い
こ

一
 
四
月
二
日

（八
日
間
）
 

と
は
助
国
際
青
少
年
研
修
協

一
▽
場
所
 
鹿
児
島
県
大
島
郡
 
会

（
廿
〇
三
＠
八
四
二
一
番

一

与
論
町
と
沖
縄
 

東
京
都
新
宿
区
四
谷
ニ
ー

一

▽
対
象
 
小
学
校
三
年
生

ー
 

一
一
大
村
ビ
ル
三
階
）
へ
ど

一

一
 
六
年
生
（男
女
一1
1六
〇
人
）
 

う
そ
。
 

一
 

ス
ポ

ー
ツ
教
室
の
開
催
》
 

地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ッ
活
動

を
促
進
、
自
ら
の
健
康
、
体
力
 



津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部

正
月
二
日
岩
木
神
山
の
雪
崩
れ
生
き
て
還
ら
ぬ
四
人
の
パ
 

ー
テ

ー
の
 
青

山
 
栄
治

枯
草
の
茂
み
は
雪
に
蔽
は
れ

つ
つ
何
か
ひ
そ
み
て
春
を
待

つ
ら
む
 

大
谷
 
恭
子

赤
い
旗
片
手
に
持
ち
て
雪
の
日
の
自
動
車
誘
導
の
人
の
瞳

き
び
し
 

北
川
要
一
一
郎

ゆ
れ
動
く
水
に
樹
林
を
映
し
つ
つ
秘
境
十
二
湖
朝
も
や
走

る
 

大
沢
 
頼
枝

花
殻
の
落
ち
来
る
さ
ま
に
降
る
雪
は
晴
着
の
吾
子
の
髪
に

泌
み
ゆ
く
 
野

呂
 
富
枝
 

短
 

歌 

たばこは、市内から 

買いましょう 
マイルドセフ。ン1箱（200円） につき、35円60銭

がたばこ消費税として市の収入になります。 

⑧
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公
正
取
引
委
員
会
は
、
独
占

禁
止
法
に
基
づ
き
カ
ル
テ
ル
や

不
公
正
な
取
引
を
取
り
締
ま
り

ま
た
景
品
表
示
法
に
基
づ
き
、
 

一
般
消
費
者
の
正
し

い
商
品
選

択
を
誤
ら
せ
る
よ
う
な
不
当
表

示
や
過
大
な
景
品
付
販
売
を
取

り
締
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
広
く
消
費
者
の
皆
様

か
ら
日
常
生
活
の
経
験
に
照
合

し
た
ご
意
見
、
ご
希
望
を
承
わ

り
、
そ
の
情
報
提
供
を
い
た
だ

き
、
当
委
員
会
の
消
費
者
行
政

に
役
立
て
る
た
め
、
消
費
者
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

▽
応
募
資
格

・
・
青森
市
か
ら
交

通
所
要
時
間

一
時
間
半
程
度
以

内
の
地
域
に
居
住
す
る
二
十
歳

以
上
の
消
費
者
。
 

▽
募
集
人
員

・
・
七
四
〇名
程
度
。
 

▽
選
考

：
応
募
者
多
数

の
場
合

は
、
地
域
、
年
令
、
そ
の
他
申

し
込
み
書
の
記
載
を
考
慮
し

て

選
考
を
行
い
ま
す
。
 

▽
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

・
・
当
委員

会
が
行
う
年
数
回

の
ア
ン
ケ
ー
 

ト
に
回
答
し
、
ま
た
そ
の
ほ
か

委
員
会
が
お
願
い
す
る
調
査
等

消
費
者
の
立
場
か
ら
の
要
望
、
 

情
報
、
意
見
を
随
時
当
委
員
会
 

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▽
任
期

・
・
昭和
六
十

一
年
四
月
 

ー
昭
和
六
十
二
年
三
月
末
。
 

▽
モ
ニ
タ
ー
の
謝
礼

・・
年額

一

万

一
〇
〇
〇
円
。
 

▽
応
募
方
法

・
・
所
定の
申
し
込

み
用
紙
に
記
入
の
上
、
仙
台
市

本
町
三
丁
目
ニ
ー
二
三
仙
台
第

二
合
同
庁
舎
公
正
取
引
委
員
会

事
務
局
仙
台
地
方
事
務
所
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
県
消

費
流
通
課
ま
た
は
市
商
工
観
光

課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
申
し

込
み
期
限
は
二
月
末
日
ま
で
。
 

お
問
い
合
わ
せ
先
は
”
O
ニ
一
一

ニ
⑩
七
O
九
五
番
。
 

市
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
次
の
日
程
で
縦
覧

い
た
し
ま
す
。
関
係
者
は
各
自

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧

し
、
登
録
さ
れ
た
事
項
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価

額
な
ど
六
十
一
年
度
の
固
定
資

産
税
と
都
市
計
画
税
、
税
額
の

算
定
及
び
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
。
特
に
、
昨
年
中
に
家
屋
を

新
増
築
し
た
り
、
土
地
を
取
得

さ
れ
た
方
は
、
必
ず
縦
覧
し
ま

し
よ
・つ
。
 

な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
項
に
 

不
服
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期

間
の
初
日
か
ら
末
日
後
十
日
ま

で
の
間
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
の
申
し
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

▽
縦
覧
期
間

：
三
月
一
日
（土
）
 

1
1
1
1
月
一
一
十日

（
木
）
 

▽
縦
覧
場
所

・
・
市税
務
課

（
o
 

⑩
一

一
一
一
番
・
内
線
二
〇
六

番
）
 

（平
日
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
。
 

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
十
二
時
十
五
分
ま
で
。）
 

農
業

委
員
会

委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

昭
和
六
十

一
年
度
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
、
登
載

さ
れ
た
人
の
氏
名
、
住
所
及
び

生
年
月
日
等
を
、
次
の
と
お
り

縦
覧
い
た
し
ま
す
。
 

▽
縦
覧
の
期
間
 
二
月
二
十
三

日
か
ら
三
月
九

日
ま
で
の
十
五

日
間
。
毎
日
午

前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時

ま
で
。
 

▽
縦
覧
の
場
所
 
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
 

販
鶏
露

う
 

一
休
日
・
夜
間

の
急
病
は
 

在
宅
医
師
の
紹
介
は
 

消
防
署
へ
 

。
⑩
ニ
〇
一
九
番
 

（
救急
医
療
部
会
）
 

課
税
台
帳
を
縦
覧
し
よ
う
 

固
定
資
産
登
録
の
確
認
を

・
・
・
 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集
 

公
正
取
引
委
員
会
 

一
 
犬

の

一
r
、
ノ
ー
 

,．~．，~ ‘ 

ぐ 乳幼児の健康診査 ） 

レお間い合わせは 

市衛生課（呑⑩21 11番内線268・272番）へどうぞ。 

）場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

※注意 6 か月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小 

児がん）の検査セットを配布します。なお病気療養中 

のお子さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 か 月 児 60年11月生 3月11日因 健康診査 

6 か 月 児 60年8月生 3月18日因 健康相談 

1 	歳 	児 60年 2 月生 3月24日（月） 健康相談 

1 歳 6 か月児 59年 9 月生 3月25日因 健康診査 
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